
(広 義)ば か り で な く 、 エ ゾ エ ン ゴ サ ク や カ タ ク

リ、 キ バ ナ ノ ア マ ナ な ど 早 春 植 物 の 生 育 環 境 が 狭

ま り、 これ ら植物 は 絶 滅 の 危 機 に 瀕 して お り、 今

後 の 保 護 が 必 要で あ る。

)
A

福 寿 草 栽 培 上 の 注 意

研 究 の ため 、 長 年 必 要 に か られ て 禰寿 草 を栽

培 して きたが 、 株 を 弱 らぜ ず に栽 培 し続 け る に

は こ っが あ る こ とが わ か った。 その こつ を お知

らせ し ます、

栽 培 法:開 花 中 の 株 も とに厚 さ約1セ ンチ の

ヒを 葉の 繁 って い る 範 囲 に盛 る(茎 の 基 部 か ら

新 根が 出 るの で 、最 φ)大切 で必 ず 実 行)。 春 の

花 が終 わ った頃 と秋10月 の2回 肥 料 を ま く(5

寸鉢 でハ イ ポ ネ ッ ク ス0.5グ ラ ムを 目安 に 、 株

の 大 き さ に応 じて),,鉢 植 え の場 合 は鉢 を 半 分

以 ヒ地 中 に埋 め る、,露地植 え の場 合 は棒 な ど を

挿 し「1印を つ け る(初 夏 に は地 ヒ部 が 枯 れ 、.一

見 な に ζ)植え て い な い よ うに 見 え 、他 の 草花 を

櫃 え て しま う こ とが あ る か ら)。

繁殖 法:株 分 け に よ る方 法 は株 が 弱 り やす い

の で、 時 間 は か か るが 種rで 増 や す の が 良 い。

たね(痩 果)は 成 熟 した らす ぐ播 く。 土 は 選 ば

な いが 加 湿 に な らな い よ う に。 しか し乾 燥 を 嫌

うか ら必 ず 表 面 には 厚 さ1セ ンチ ほ ど の 腐 葉 を

被 せ る。 翌 年 雪 の 消 え た4月 に 発 芽 す る(ユ 年

目は 双 葉 だ け で 枯 れ る)。3年 ほ ど は植 え 替 え

な い.肥 料 は控 え 目 に 、,(本 州0)園 芸店 で売 ら

れ て い る 福 寿 草 は野 生 の もの と は 異 な り、種 ∫く

を つ け な い園 芸品 種(主 に 福 寿海)と 考 え て良

い 。北 海 道:で も最 近 は園 芸品 が 売 られ て きて い

るの で 、 野 生 品 と混 同 しな い よ う注 意)。

渡 島 半 島(黒 松 内 低 地 帯 以 南)の 植 物

》
A

原 松 次

渡 島 半 島 に は 、 周知 の よ うに道 内 の他 の 地域 とは 一線 を 画 し、 束:北地 方 の 延 長線Lに あ る種 類 が 多数

あ り興 味深 い 。 私 は 昭 和60年 に い た る15年 間 の 調 査 で 、 そ れ らの うち の69種 を確 認 す る こ とが で き た.

4月23日 は 、 この うち 、 ス ラ イ ドと して さ ま に な る44種 を紹 介 した。 こ こで は 、産 地 と花 期 を含 め全 種

を一 覧 表 に ま とめ て み た 。 ご 参 考 に な れ ば 幸い で す 。

科 名 和 名 花 期,月 産 地

キ!)＼ キ ッ コ ウ ハ グ マ 10 厚 沢 部 、 奥尻

ミ ネ ア ザ ミ 8 木 占 内 、知 内 、松 前

タ マ ブ キ 9 函 館 、 南 茅:部

う り キ カ ラ ス ウ リ 8 福 島 、 松 前 、 奥 尻

す い か ず ら ス イ カ ズ ラ 7 函 館 、 ヒ飯 、 大 野

オ オ バ ヒ ョ ウ タ ン ボ ク 4 福 島 、 松 前 、 奥 尻

ニ ワ ト コ 6 函館

ク サ ニ ワ トコ 8 福 島 、松 前
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ハ ク サ ンハ タ ザ オ

マ ツ ブ サ

ア オ ッ ヅ ラ フ ジ

ゴ ヨ ウ ア ケ ビ

ク サ ボ タ ン

セ ン ニ ン ソ ウ

サ ン リ ン ソ ウ

ツ ル ナ

ミヤ マ イ ラ ク サ

ヤ ブ マ オ

カ ナ ム グ ラ
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函 館 、 松 前

函 館

厚 沢 部 、 松 前

島牧

函館 、尻 岸 内

大 野

函 館 、 八 雲

大 野 、 松 前

戸 井

函館 、 戸 井 、 江 差

奥尻

大 野 、木 古 内 、上 の 国

尻 岸 内 、 南茅 部

木 占内 、戸 井 、 尻 岸 内 、 南 茅 部

函 館 、 尻 岸 内 、 南 茅 部 、 松 前

松 前

函 館 、 福 島 、 松 前

戸 井 、 南 茅 部

奥尻

南茅 部 、木 古 内 、 厚 沢部 、 松 前

函館 、松 前 、 上の 国

戸 井 、 尻岸 内 、厚 沢部 、松 前

木 古 内 、厚 沢部 、松 前 、 上の国

厚 沢 部

松 前

上 の国

大 野 、福 島、 厚 沢部

松 前

木 古 内 、 奥 尻

大野 、 知 内 、 松 前 、 奥 尻

函 館 、 尻 岸 内

L磯 、 厚 沢 部 、 戸 井 、 南 茅 部

函 館 、 松 前

函 館 、 松 前

函 館 、 福 島 、 松 前

函 館 、 松前 、 大 成

島 牧

江 差

函館 、厚 沢 部 、福 島

函館 、福 島

松 前、 熊 石

木 古 内、 厚 沢 部 、 黒 松 内

)
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1く る み
、

サ ワ グ ル ミ 6 木 古 内 、

ら ん シ ュ ン ラ ン 6 厚 沢部 、

エ ビ ネ 6 厚 沢部 、

ナ ツ エ ビ ネ 8 奥尻

イ イ ヌ マ ム カ ゴ 7 厚沢部

ゆ り サ ル ト リ イ バ ラ 6 函 館 、 松

ジ ヤ ノ ヒ ゲ 8 松前

オ オ ナ ル コ ユ リ 6 福 島 、厚

い ね ケ カ モ ノ ハ シ 8 江 差 、 八

ギ ョ ウ ギ シ バ 8 上磯

チ カ ラ シ バ 8 函 館 、 福

オ ニ シ バ 8 江 差 、 八

ア イ ア シ 8 寿都

ひ の き ヒ ノ キ ア ス ナ ロ 4 木 占 内 、

う ら ぼ し ノ キ シ ノ ブ } 厚沢部

ヒ メ ノ キ シ ノ ブ { 厚沢部
こ け し の ぶ ハ イ ホ ラ ゴ ケ 一 厚沢部
い わ ひ ば イ ワ ヒ バ 一 黒 松 内 、

ク ラ マ ゴ ケ 一 江差

福 島 、厚 沢 部 、 上の 国

函 館 、 福 島 、 熊 石 、 森

木 占内 、厚 沢 部 、 松 前 、 江 差

)
A

「ツタウルシと乾燥器」

(S生)

今 夏 、無 人 のO島 に発 電 機 を 持 ち込 み 、 高 い 文

化 生 活 を送 ろ う とい う、 豪 勢 、 か つ 貧 弱 な 調 査 行

が あ った。 そ うで あ れ ば と、N君 は 自慢 の 植 物 乾

燥 器 を運 び 入れ た 。 この 乾 燥 器 は 、 緑 茂 れ る盛 夏

の植 物 を 息 つ き なが ら も乾 燥 し続 け、 大 き な威 力

を発 揮 す る こ と にな った 。

帰 札 後 、N君 は ひ どい ウ ル シか ぶ れ にな った と

い う。 実 は 、広 いO島 の 草 原 の 中、 た だ1ケ 所 で

出合 った ツ タウ ル シ に、 早速 仲 良 しに な って い た

N君 で あ る が 、高 価 な 薬 に よ っ て ほ ぼ治 癒 して い

たので あ る。 それか ら在 宅1週 間 は経 過 して い る。

N君 が 単 に ウル シに弱 い だ けで は な い。 何 か 別 の

原 因 が … …?

半 月 後 、N君 が 綺 麗 に仕 上 げ た植 物 標 本 を 観 察

す る。 と ころ が 、1葉 あ った ツ タウ ル シの 標 本 に

は 心 に 決 め て触 れ な い私 も、 そ の夜 か らひ ど くか

ぶ れ て しま った の で あ る 。 さ て さ て 、何 か 変 だ!!

今 思 うに 、2人 共 、植 物 標 本 を 挾 ん だ新 聞 紙 に

触 れ ま く って い る。 乾 燥 器 に よ って た だ 一葉 の ッ

タ ウル シか らその 成 分 が す べ て の新 聞紙 に しみ込

み 、 「そ の新 聞 紙 」 にか ぶ れ た と しか 考 え られ な

い。 す な わ ち 、楽 あ れば 苦 あ り、 乾燥 器 あ れ ば ウ

ル シか ぶ れ 、 乾燥 器 は0島 の ほ ん の わ ず か な ッ タ

ウル シの存 在 を 、強 烈 に ア ピー ル した の で あ る。
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